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改正発達障害者支援法が

本年5月、全会一致で成立

しました。ご尽力下さった

「嬉泉」はじめ関係者の方々

に心から御礼申し上げま

す。

2005年4月施行から10年

が経過し、私自身も、このままでは発達障がい者

に対する適切な支援が遅れてしまうという危機感

を持っておりましたが、「発達障害の支援を考える

議員連盟」（以下議連）でも是非改正をとの機運が

盛り上がりました。

議連には全国会議員の約4分の1にあたる約180

名が参加しています。往々にして議員立法は一部

の政党が反対をして結局最後には崩れて不成立と

なることもあるため、所属議員のご意見をしっか

り承って成立させるのが私の議連事務局長として

の役割だと考えていました。議連では7回にわた

り各団体からのヒアリングを行い、さらに実務的

なワーキングチーム（中根康弘衆院議員、山本博

司参院議員、高木）を作り、関係省庁や関係団体

代表も入って頂き、12回集中的に丁寧な議論を重

ねました。

その結果、関係者の皆様から安堵のお声をいた

だき、前事務局長の福島豊前衆院議員からも「大

役ご苦労様でした」と寄せていただきました。本

当にやらせていただいてよかったと思っています。

ここまでの流れができたのも、故石井哲夫先生

が、政権交代があっても自閉症の勉強会だけはやっ

てくださいとおっしゃってくださったからこそと

思っています。

さて、今回の改正のポイントですが、まず障が

い者への差別をなくし、社会参加を促す国連の「障

害者権利条約」の考え方をふまえたこの10年間の

障がい者政策の歩みがしっかりと受け止められた

ということです。日常生活をおくる上で妨げとな

る「社会的障壁」の除去を支援の柱とし、いわゆ

る社会モデルを強調した定義に転換したことに大

きな意味があり、これが一丁目一番地ではないで

しょうか。

そして、発達障がいの気付きの段階から高齢期

までの切れ目のない一貫した支援のための情報共

有や手法の研究も重要なポイントです。特に、就

学や就労等のつなぎ目のところでは、タテの連携

として関係機関が情報を共有しながら地域で見守

り、ヨコの連携として、教育、福祉、医療、労働

などの各分野の行政をはじめとする関係機関がス

ムーズに連携することも明記しました。

そしてご家族への支援として、これまでの本人

の育成に関わるものだけではなく、ご家族の方た

ちの悩みについても対応することや、家族が互い

に支え合う（ペアレントメンタ―）ための支援な

どができるよう支援対象を拡大しました。

また、発達障害者支援地域協議会を都道府県と

改正発達障害者支援法の意義
発達障害の支援を考える議員連盟事務局長　衆議院議員　高木　美智代
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政令市に設置し、司法、行政、事業者、家族の代

表がそれぞれの地域の福祉基盤整備について協議

し、連携を強化することで自分たちの地域の支援

体制を作り上げていくことになります。それと並

行して、発達障害者支援センターの強化について

も検討を進めることが不可欠で、東京では（社福）

嬉泉1か所がその役割を担っていますが、より身

近で相談を受けられるようエリアごとに支援セン

ターを増設することができるようにしました。

今回の法改正は、段階も多岐にわたり、省庁全

般に及ぶ作業でしたが、粘り強く丁寧な議論を重

ねたことで必要な改正内容について盛り込めたと

自負しています。今後も改正法が着実に実行でき

るよう注視しながら、育てていきたいと思ってい

ます。

この10年間で、国民

の約9割が、「発達障が

い」を認識するように

なりました。しかし、

自閉症、ADHD、アス

ペルガーなど個々の障

がい特性への理解を深めていかなければ、支援に

はつながりません。例えば今回トゥレット症候群

や吃音など発達障がいの定義に含まれていたのに

周知・理解が進んでいなかった個々の障害につい

て、理解啓発を次のステップとしたいと考えてい

ます。ICD（国際疾病分類）‐ 11への改訂、さら

に特別支援教育の在り方などの動きについても注

視していきます。

軽度の知的障がいの方への支援の在り方につい

ても、専門家からご提案を受けました。その実態

自体もよくわからないことも多いのですが、今後

は発達障がいに近接する課題として考えていかな

ければならないと考えます。知的障がいを伴わな

い発達障がいをお持ちの方たちや軽度の知的障害

の方たちの困窮について、（トスカの）山﨑センター

長からも実情を伺ったところですが、障害基礎年

金の受給要件の狭間の人たちへの支援の問題は重

要です。相談支援からその先の生活支援につなげ

ていくのは難しいということについては私も認識

しています。現場にサービスが届くことが大事で

すので、どこまで広げることができるか、研究し

てみたいと思います。

今回の改正で、「司法手続きにおける配慮」を盛

り込み、司法の分野をクローズアップした点も評

価をいただいています。警察、検察でも個々の特

性の理解を深め、さらに認識を広げ深めるための

教育・研修を充実させていきます。それに関連して、

少年院を出た後の社会復帰やその後の見守りを制

度化することも必要でしょう。ひとりの人間とし

て尊重され、受け入れられる温かい場作りが急務

です。障がい福祉部署と県警の連携システムを作っ

た地域もあると聞きました。素晴らしいですね。

こうしたシステムが広がれば、知らない、分から

ないから怖いと排除されることのない社会になっ

ていくと思います。

法改正を実効性あるものにするための予算の確

保については、厳しい財政状況下ですが、障がい

者の方々の安心と活躍のために、議連で力を合わ

せて取り組んでまいります。

最後になりますが、社会モデルの理念に基づく

支援の実現には、支え手の方たちの力が重要です。

福祉人材の確保や適正な処遇に向けて、さらに頑

張ってまいります。そして、発達障がいのある方

たちが、お一人お一人の能力や個性を発揮できる

豊かな人生を築けるよう、この流れを強化してい

きたいと思いますので、今後ともどうぞよろしく

お願いいたします。

（インタビューより構成しました）
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新
規
事
業
所

　
宇
奈
根
な
ご
や
か
園
分
園
と

　
　
　
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

今
年
九
月
一
日
に
宇
奈
根
な
ご
や
か
園

の
分
園
（『
な
ご
や
か
園
分
園
成
城
（
シ
ロ

ク
マ
）』・
〇
～
二
歳
児
を
対
象
）
を
小
田

急
線
成
城
学
園
前
駅
よ
り
徒
歩
五
分
以
内

に
あ
る
住
友
生
命
ビ
ル
の
一
階
に
て
開
園

さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
分
園
に
併
設
し
た
形
で
行
う
送
迎

保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
世
田
谷
区
と
し

て
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
、
分
園
の
一

室
を
拠
点
に
、
法
人
が
運
営
す
る
宇
奈
根

な
ご
や
か
園
・
す
こ
や
か
園
ク
ジ
ラ
等
へ

バ
ス
で
送
迎
す
る
事
業
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
二
九
年
四
月
一
日
に
開
園
の
予
定
で

す
。送

迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
待

機
児
が
多
く
保
育
需
要
の
高
い
地
域
と
保

育
需
要
の
低
い
地
域
と
の
格
差
を
埋
め
る

だ
け
で
な
く
、
保
育
所
の
空
き
定
員
の
解

消
、
入
園
希
望
保
育
園
の
選
択
肢
の
拡
大

等
、
こ
れ
ま
で
の
保
育
園
運
営
や
保
育
園

利
用
に
お
け
る
様
々
な
課
題
を
解
消
す
る

可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
世
田
谷
区

に
と
っ
て
も
待
機
児
解
消
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

（
宇
奈
根
な
ご
や
か
園　

園
長　

坂
田
明
）

平
成
28
年
2
月
28
日
（
日
）、『
嬉
泉
福

祉
交
流
セ
ン
タ
ー
袖
ケ
浦
』
に
於
い
て
、

第
38
回
嬉
泉
祭
り
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
雨
の
イ
メ
ー
ジ
が
多
い
バ
ザ
ー
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
稀
に
見
る
晴

天
に
恵
ま
れ
、
例
年
以
上
の
賑
わ
い
に
な

り
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
の
目
的
は
「
自
主
財
源
の
確
保
」

と
「
地
域
交
流
」、
そ
し
て
、「
職
員
研
修
」

の
3
つ
で
す
。
そ
の
中
で
、「
自
主
財
源
の

確
保
」
に
関
し
て
は
、
今
年
は
例
年
通
り

に
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
新
た
な
取
り

組
み
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
職

員
へ
の
意
識
付
け
で
す
。
具
体
的
な
売
上

目
標
を
設
定
し
、
職
員
が
そ
の
目
標
を
意

識
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
働
き
か
け
ま

し
た
。

全
体
の
売
上
目
標
と
各
コ
ー
ナ
ー
別

の
売
上
目
標
を
数
字
と
し
て
出
す
こ
と

で
、
目
標
達
成
に
向
け
て
、
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
と
各
コ
ー
ナ
ー
の
責
任
者
が
主

体
的
に
な
っ
て
考
え
て
い
き
ま
し
た
。
献

品
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
近
年
、
売
り
物
に
な

る
品
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
品
数
だ
け
で
な
く
、
目
玉
に
な
る
品

も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
ど
う
す
れ
ば
売
上
目
標
に
到
達

出
来
る
の
か
。
毎
年
、
多
く
の
企
業
か
ら

献
品
の
ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
職
員
に
も
声
を
掛
け
、
職
員
が
自
分

の
家
か
ら
何
か
売
れ
る
物
は
な
い
か
と
か

き
集
め
て
少
し
で
も
品
数
を
増
や
し
て
い

く
努
力
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
売
り
場
の

配
置
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
お
客
様
が
買

い
求
め
や
す
い
よ
う
に
と
考
え
て
い
き
ま

し
た
。
次
に
手
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
を
リ
サ
ー
チ
し
、
ど
ん
な
商

品
な
ら
買
っ
て
頂
け
る
の
か
な
ど
考
え
て

い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
次
年
度
に
向
け

て
、
お
客
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
試
み
ま

し
た
。

食
堂
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
メ
ニ
ュ
ー
や
販

売
開
始
の
時
間
な
ど
と
、
例
年
通
り
で
は

な
く
、
お
客
様
の
視
点
で
考
え
て
少
し
で

も
早
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
用
意
し
た

り
、
昼
食
と
し
て
満
足
い
く
メ
ニ
ュ
ー
を

揃
え
た
り
し
ま
し
た
。

地
域
交
流
の
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
は
、

集
客
の
為
に
、
袖
ヶ
浦
市
の
協
力
を
得
て
、

市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
あ
る
ガ
ウ
ラ
君
に
よ

る
子
ど
も
達
や
地
域
の
方
々
の
触
れ
合
い

も
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
も
例
年
以
上
に
趣
向

を
凝
ら
し
て
、
一
つ
一
つ
の
ゲ
ー
ム
に
ア

イ
デ
ィ
ア
を
凝
ら
し
て
楽
し
め
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
宣
伝
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
ま
し
た
。
各
職
員
か
ら
意
見
を

聞
き
、
宣
伝
す
る
時
期
の
見
直
し
や
、
チ

ラ
シ
の
部
数
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

駐
車
場
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
駐
車
場
に
案
内

す
る
だ
け
で
な
く
、
手
持
ち
の
看
板
を
作

り
、
宣
伝
も
兼
ね
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し

た
。微

々
た
る
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
職
員
が
一

致
団
結
出
来
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
当
日

は
天
気
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
幸
い
し
、
千

名
を
超
え
る
方
々
に
ご
来
場
頂
き
、
例
年

以
上
の
賑
わ
い
と
な
り
、
全
て
の
コ
ー

ナ
ー
で
昨
年
を
上
回
る
売
上
と
な
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
毎
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
年
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
参
加
し
て
下
さ
り
、
嬉
泉
の
職
員

と
一
緒
に
な
っ
て
バ
ザ
ー
を
盛
り
上
げ
て

下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
後
援
会
の
皆
様

を
は
じ
め
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
者

の
皆
様
へ
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

（
総
務　

村
上　

悠
）

第
38
回
嬉
泉
祭
り
バ
ザ
ー
報
告
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社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
主
催
、
東
京
都
共

催
に
よ
る
、
第
31
回
自
閉
症
実
践
療
育
セ

ミ
ナ
ー
が
、
6
月
25
日
全
社
協
・
灘
尾
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
自
閉
症
の
人
へ
の
支
援
を
考

え
る
～
自
己
実
現
を
支
え
る
支
援
と
は

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
午
前
中
は
講
演
、
午

後
か
ら
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
講
演
は
、

東
田
直
樹
さ
ん
よ
り
「
自
閉
症
の
僕
の
七

転
び
八
起
き
」、
続
い
て
母
親
の
東
田
美
紀

さ
ん
よ
り
「
我
が
子
の
可
能
性
を
信
じ
る

子
育
て
」
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

午
後
か
ら
は
、「
自
己
実
現
を
支
え
る
支

援
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
山

﨑
晃
資
氏
（
臨
床
児
童
精
神
医
学
研
究
所

所
長
）
座
長
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
、
五
十
嵐

康
郎
氏
（
全
国
自
閉
症
者
施
設
協
議
会
会

長
）、
梅
田
真
理
氏
（
宮
城
学
院
女
子
大
学

教
授
・
元
独
立
行
政
法
人
国
立
特
別
支
援

教
育
総
合
研
究
所
総
括
研
究
員
）、
日
詰
正

文
氏
（
厚
生
労
働
省
社
会
援
護
局
障
害
保

健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
障
害
児
発
達
障
害

者
支
援
室
発
達
障
害
対
策
専
門
官
）
に
よ

る
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

各
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
の
発
表
と
座
長

の
ま
と
め
の
後
、
会
場
か
ら
の
質
問
、
意

見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

の
発
表
と
座
長
ま
と
め
に
つ
い
て
、
紙
面

の
都
合
に
よ
り
抜
粋
に
て
お
伝
え
し
ま
す
。

座
談
会

「
自
己
実
現
を
支
え
る
支
援
に
つ
い
て

考
え
る
」（
座
長
・
山
﨑
晃
資
氏
）

発
表
者

：

五
十
嵐
康
郎
氏
（
全
国
自
閉
症

者
施
設
協
議
会
会
長
）

私
は
45
年
前
に
、
滝
乃
川
学
園
で
重
い

知
的
障
害
を
伴
う
自
閉
症
児
を
担
当
し
、

指
導
や
訓
練
の
前
に
ご
く
当
た
り
前
の
暮

ら
し
を
保
障
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
、
施
錠
の
撤
廃
や
生
活
見
直
し
等
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

第
一
回
自
閉
症
実
践
療
育
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
、
故
石
井
哲
夫
先
生
か
ら
、
行
動

修
正
に
の
み
に
主
眼
を
置
く
の
で
は
な

く
、
利
用
者
へ
の
共
感
と
理
解
を
目
指
し
、

人
生
の
価
値
を
利
用
者
の
成
長
発
達
の
道

筋
か
ら
捉
え
る
こ
と
、
全
面
的
に
許
容
す

る
の
で
は
な
く
、
情
緒
的
交
流
や
課
題
の

交
換
を
通
し
て
、
発
達
を
支
援
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

私
は
、
自
立
を
目
標
に
し
て
、
時
に
は

厳
し
い
訓
練
や
指
導
も
し
て
い
ま
し
た
が
、

石
井
哲
夫
先
生
か
ら
子
ど
も
が
そ
の
気
に

な
ら
な
け
れ
ば
変
わ
ら
な
い
、
子
ど
も
自

身
の
気
持
ち
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
発
達

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

利
用
者
の
課
題
や
行
動
の
み
を
取
り
上

げ
る
視
点
か
ら
は
自
閉
症
や
障
害
の
重
さ

が
限
界
に
な
り
ま
す
が
、
行
動
障
害
が
改

善
し
な
い
の
は
支
援
者
の
課
題
で
あ
り
、

支
援
者
の
気
持
ち
や
態
度
、
関
わ
り
方
を

検
証
す
る
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
で
無

限
の
可
能
性
が
開
け
る
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。

本
人
の
人
生
や
生
き
が
い
を
大
切
に
し
、

本
人
の
気
持
ち
や
意
思
を
尊
重
し
て
、
自

己
実
現
を
目
指
す
。
道
は
必
ず
開
け
る
と

信
じ
て
投
げ
出
さ
な
い
で
愛
情
を
も
っ
て

向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
支
援
を
他

人
に
引
き
継
ぐ
日
が
く
る
こ
と
を
意
識
す

る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

大
分
で
東
田
直
樹
さ
ん
の
講
演
が
あ

り
、「
支
援
者
に
伝
え
た
い
こ
と
は
何
で
す

か
」
と
の
質
問
に
、
彼
は
「
自
分
の
支
援

を
振
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
答
え
ま
し

た
。
支
援
者
と
し
て
肝
に
銘
ず
べ
き
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
。

自
閉
症
の
子
ど
も
達
へ
の
支
援
で
必
ず

育
て
て
ほ
し
い
も
の
、
そ
れ
は
信
頼
関
係

で
あ
り
、
人
と
折
り
合
い
を
つ
け
る
力
で

す
。
こ
れ
は
ど
ん
な
に
障
害
が
重
く
て
も
、

親
や
援
助
者
の
関
わ
り
方
次
第
で
、
必
ず

育
ち
ま
す
し
、
人
と
し
て
最
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
全
て
を
受
け
止
め
て
も
ら
え
る

経
験
を
す
る
こ
と
、
大
切
な
の
は
一
人
で

も
い
い
か
ら
ど
の
く
ら
い
深
く
愛
さ
れ
た

か
だ
と
思
い
ま
す
。

自
閉
症
療
育
と
は
、「
人
と
し
て
敬
意
を

も
っ
て
接
す
る
こ
と
」、
こ
の
一
語
に
尽
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

発
表
者

：

梅
田
真
理
氏
（
宮
城
学
院
女
子

大
学
教
授
・
元
独
立
行
政
法
人
国
立
特
別

支
援
教
育
総
合
研
究
所
総
括
研
究
員
）

自
己
実
現
に
大
事
な
の
は
一
貫
し
た
支

援
で
あ
り
、
そ
れ
は
診
断
名
で
考
え
る
の

で
は
な
く
、
一
人
一
人
に
つ
い
て
ど
ん
な

こ
と
が
将
来
的
に
必
要
で
、
ど
ん
な
大
人

に
な
る
の
か
を
踏
ま
え
た
指
導
支
援
を
展

開
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
閉
症
の
子
は
小
さ
な
頃
か
ら
積
み
重

ね
が
大
事
で
す
。
私
自
身
、
適
切
な
支
援

を
受
け
な
い
ま
ま
大
学
ま
で
来
た
方
と
出

会
っ
て
、
あ
あ
こ
の
人
た
ち
は
今
ま
で
一

回
も
真
剣
に
自
分
と
向
き
合
っ
て
く
れ
る

大
人
と
出
会
わ
な
い
ま
ま
来
て
し
ま
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
二
十
歳
過
ぎ

て
か
ら
も
う
一
回
や
り
直
す
の
は
並
大
抵

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
子
も
、
得
意
な
こ
と
は
絶
対
あ

り
ま
す
し
、
作
れ
ま
す
。
小
さ
な
頃
か
ら
、

「
こ
れ
が
得
意
な
ん
だ
ね
」
と
接
し
て
あ
げ

る
と
、
そ
の
こ
と
が
得
意
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
助
け
て
も
ら
っ
た
い
い

経
験
を
積
み
重
さ
ね
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
が
困
っ
た
と
き
に
助
け
て
と
言
え
る

よ
う
に
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

第
31
回
自
閉
症
実
践
療
育
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
よ
り
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助
け
合
え
る
地
域
を
作
っ
て
い
く
こ
と

も
大
事
な
こ
と
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の

後
の
調
査
を
行
っ
た
際
、
地
域
の
方
た
ち

の
声
か
け
に
家
族
が
救
わ
れ
た
と
い
う
お

話
し
も
た
く
さ
ん
伺
い
ま
し
た
。
子
ど
も

達
が
地
域
の
方
と
関
わ
っ
て
、
活
躍
で
き

る
役
割
を
み
つ
け
て
い
く
こ
と
も
す
ご
く

大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ

拾
い
で
も
、
草
取
り
で
も
一
緒
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

支
援
を
「
つ
な
ぐ
」
た
め
に
大
切
に
し

た
い
こ
と
と
し
て
、
先
生
方
に
思
っ
て
い

た
だ
き
た
い
の
は
、
学
校
は
い
ず
れ
卒
業

し
、
自
分
は
そ
ば
か
ら
い
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
、

あ
る
い
は
親
御
さ
ん
が
学
校
以
外
に
頼
れ

る
場
所
を
学
校
に
い
る
う
ち
か
ら
確
保
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
の
方
も
、

学
校
の
先
生
方
と
連
携
し
、
上
手
に
組
織

を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

進
む
道
を
選
ぶ
の
は
、
障
害
が
あ
る
子

だ
け
で
な
く
、
本
来
は
ど
の
子
に
と
っ
て

も
大
事
な
こ
と
で
す
。
き
ち
ん
と
生
活
で

き
る
よ
う
な
力
を
そ
の
子
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
、
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
子
ど
も
の
良

さ
を
見
つ
け
、
そ
の
良
さ
を
大
事
に
し
て
、

ど
の
子
も
自
分
に
あ
っ
た
、
自
分
が
納
得

で
き
る
道
に
す
す
ん
で
い
け
る
よ
う
な
支

援
、
そ
れ
が
、
自
己
実
現
に
繋
が
っ
て
い

く
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

発
表
者

：

日
詰
正
文
氏
（
厚
生
労
働
省
社

会
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課

障
害
児
発
達
障
害
者
支
援
室
発
達
障
害
対

策
専
門
官
）

「
自
己
実
現
」
で
思
い
浮
か
ぶ
三
人
を
紹

介
し
ま
す
。

一
人
目
は
K
君
（
男
性
）。
高
1
で
自
閉

症
の
診
断
を
受
け
、「
自
分
の
必
要
と
す

る
支
援
」
を
見
つ
け
て
行
か
れ
た
方
で
す
。

高
3
の
時
に
、
自
分
が
「
自
習
時
間
の
ク

ラ
ス
内
の
ざ
わ
つ
き
を
回
避
し
た
方
が
良

い
」
こ
と
を
校
内
で
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
校
内
外
の
関
係
者
に
協
力
を
依
頼

す
る
会
議
を
自
ら
企
画
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
就
職
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で

も
K
君
は
「
自
分
の
必
要
と
す
る
支
援
」

を
周
囲
に
伝
え
る
技
に
磨
き
を
か
け
、
私

が
担
当
し
て
い
た
県
の
発
達
障
害
者
支
援

体
制
整
備
委
員
会
で
も
「
個
別
支
援
フ
ァ

イ
ル
は
、
思
春
期
以
降
に
は
家
族
で
は
な

く
当
事
者
本
人
が
書
き
込
み
、
管
理
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
」
と
提
案
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

二
人
目
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
ご
一
緒
し

た
A
さ
ん
（
女
性
）
で
す
。
片
付
け
の
苦

手
な
方
で
、
家
族
か
ら
人
格
否
定
さ
れ
る

よ
う
な
言
葉
を
毎
日
言
わ
れ
る
中
で
イ
ラ

イ
ラ
を
募
ら
せ
、
あ
る
日
に
子
ど
も
に
暴

力
を
ふ
る
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
相
談

ル
ー
ト
に
つ
な
が
り
A
D
／
H
D
診
断

を
受
け
た
方
で
す
。
診
断
を
受
け
て
か
ら

自
分
の
特
性
に
理
解
を
深
め
、「
無
理
し

て
や
ろ
う
と
す
る
と
、
自
分
は
イ
ラ
イ
ラ

を
た
め
て
し
ま
い
、
子
ど
も
が
か
わ
い
い

と
思
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
今

は
、
週
の
う
ち
調
子
の
良
い
二
日
ぐ
ら
い

に
片
付
け
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
他
の

日
は
無
理
し
ま
せ
ん
」
と
、
自
分
と
つ
き

あ
う
極
上
の
加
減
を
見
つ
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

三
人
目
は
若
い
友
人
の
T
君
（
男
性
）

で
す
。
彼
は
、
A
D
／
H
D
の
診
断
を
受

け
た
医
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
際
の

暮
ら
し
の
中
で
も
実
行
し
て
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
授
業
中
に
〝
ぼ
ー
っ
と
し
た

時
〟
用
に
水
筒
に
お
茶
を
入
れ
て
学
校
に

持
参
し
、
必
要
な
と
き
に
先
生
に
許
可
を

求
め
て
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
反
応
を
見
た
担
任

が
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
全
員
に
も
授
業
中
に

〝
ぼ
ー
っ
と
し
た
時
〟
対
策
を
考
え
る
よ

う
な
機
会
を
作
り
、
結
局
T
君
が
い
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
全
員
が

〝
ぼ
ー
っ
と
し
た
時
〟
対
策
を
見
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。
も
う
誰
も
文
句
を
言
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
降
、
彼
は
「
先
生
、
こ
う
い
う
こ

と
を
や
り
た
い
け
ど
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な

に
も
聞
い
て
も
ら
え
ま
す
か
」
と
言
う
そ

う
で
す
。

発
達
障
害
の
あ
る
「
自
分
」
を
否
定
的

に
と
ら
え
ず
前
向
き
に
生
き
る
、
こ
れ
が

私
の
考
え
る
「
自
己
実
現
」
の
姿
で
す
。

五
十
嵐
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
、
指
導

者
は
自
分
の
指
導
が
正
し
い
と
思
い
込
ま

ず
、
反
省
し
て
工
夫
し
て
、
そ
し
て
、
当

事
者
の
方
々
か
ら
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て

対
応
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
こ
と
と

思
い
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
精
神
医
療

の
現
状
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
ど
ん
ど

ん
と
進
ん
で
き
て
お
り
、
私
自
身
危
惧
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

梅
田
さ
ん
の
お
話
に
は
、
私
も
非
常
に
共

感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
一

人
の
お
子
さ
ん
の
心
の
問
題
、
悩
み
を
見

極
め
て
、
そ
の
人
に
と
っ
て
本
当
に
大
切

な
指
導
を
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
、
常
に

点
検
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
か
ら
日
詰
さ
ん
の
お
話
か
ら
は
、

多
様
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
社
会

的
障
壁
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

発
達
障
害
者
支
援
法
の
改
正
に
向
け
て

検
討
が
始
ま
っ
た
頃
、
故
石
井
哲
夫
先
生

と
、
何
と
か
「
社
会
的
障
壁
の
除
去
」
と

い
う
文
言
を
法
律
に
入
れ
ら
れ
な
い
か
と

議
論
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

本
当
の
意
味
で
発
達
障
害
者
支
援
法
が

機
能
し
て
い
く
よ
う
に
、
支
援
に
関
わ
る

人
々
の
養
成
・
育
成
が
、
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

（
了
）

座
長
ま
と
め
：
山
﨑
晃
資
氏
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1
．
法
人
全
体

（
1
）
新
規
事
業

① 

袖
ケ
浦
の
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
た

の
し
み
に
お
け
る
児
童
発
達
支
援
事
業

「
ヒ
ツ
ジ
・
グ
ル
ー
プ
」
を
基
盤
に
10
月

か
ら
「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ヒ
ツ

ジ
」
を
新
た
に
袖
ケ
浦
の
敷
地
内
に
設

置
し
事
業
を
開
始
し
た
。

② 

袖
ケ
浦
市
福
祉
作
業
所
う
ぐ
い
す
園

は
、
袖
ケ
浦
市
か
ら
管
理
者
と
し
て
指

定
を
受
け
て
運
営
を
開
始
し
た
。

（
2
）
研
修
体
制
の
充
実

　

前
年
度
に
引
き
続
き
運
営
体
制
の
合
理

化
に
向
け
た
管
理
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
、
職

員
の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
て
研
修
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
各
事
業
所
の

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
立
場
の
園

長
会
メ
ン
バ
ー
（
園
長
、
副
園
長
、
園
長

補
佐
等
）
へ
の
研
修
の
機
会
を
設
け
た
。

（
3
）
事
業
執
行
体
制
の
整
備

　

法
人
業
務
の
具
体
的
な
執
行
に
お
け
る

検
討
と
意
志
決
定
を
行
う
た
め
に
全
事
業

拠
点
の
場
長
が
参
集
す
る
「
場
長
会
」
を

毎
月
定
例
的
に
会
合
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
場
長
会
の
下
に
法
人
業
務
、
特

に
各
事
業
拠
点
を
超
え
て
実
施
す
る
必
要

の
あ
る
業
務
を
遂
行
す
る
機
能
と
し
て「
経

営
戦
略
局
」「
研
究
啓
発
局
」「
本
部
事
務
局
」

の
3
局
を
設
置
し
、
業
務
に
当
た
っ
た
。

平
成
27
年
度
社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
事
業
報
告

（
4
）
苦
情
解
決
実
績

・
嬉
泉
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
袖
ケ
浦　

2
件

・
板
橋
区
立
赤
塚
福
祉
園　

2
件

（
5
）
第
三
者
評
価
受
審
事
業
所

・
袖
ケ
浦
の
び
ろ
学
園

・
袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園

・
大
田
区
立
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
わ
か

ば
の
家
（
単
独
通
所
）

・
大
田
区
立
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
わ
か

ば
の
家
（
親
子
通
所
）

・
清
瀬
市
子
ど
も
の
発
達
支
援
交
流
セ
ン

タ
ー
（
と
こ
と
こ
）

2
．
各
事
業
拠
点
報
告

（
1
）�「
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
」
の
療
育

部
門

め
ば
え
学
園
は
、
利
用
者
数
が
減
少
し

て
い
た
た
め
、
安
全
管
理
と
療
育
の
質
を

低
下
さ
せ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
利
用

人
数
を
増
加
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
努
め

た
。お

お
ら
か
学
園
は
そ
れ
ま
で
別
に
運
営

し
て
き
た
分
室
そ
れ
ぞ
れ
を
本
園
に
統
合

し
一
体
的
な
運
営
を
行
っ
た
。

児
童
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
よ
ろ
こ
び
は
利
用

人
数
の
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
地
域
で
の
一
定
の
役
割
は
果
た
し
た
と

考
え
、
児
童
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
よ
ろ
こ
び
を

27
年
度
末
に
廃
止
と
し
た
。

こ
ぐ
ま
学
園
は
、
26
年
度
よ
り
保
護
者

の
協
力
・
理
解
を
得
て
運
営
方
針
を
変
更

す
る
一
方
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を

行
っ
た
。

相
談
支
援
事
業
所
は
、
め
ば
え
学
園
・

お
お
ら
か
学
園
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

他
事
業
所
の
利
用
者
の
計
画
相
談
な
ど
積

極
的
に
実
施
し
た
。

東
京
都
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
相
談
支
援
と
と
も
に
区
市
町
村
の
発

達
障
害
者
支
援
体
制
整
備
に
向
け
た
活
動

に
力
点
を
置
き
運
営
し
た
。
ま
た
東
京
都

か
ら
法
人
へ
委
託
さ
れ
た
「
発
達
障
害
者

相
談
支
援
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
」
の
責
任

企
画
運
営
を
行
っ
た
。

（
2
）�「
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
」保
育
部
門

す
こ
や
か
本
園
（
ゾ
ウ
）、
分
園
（
ク
ジ

ラ
・
キ
リ
ン
）、
宇
奈
根
な
ご
や
か
園
は
、

法
人
の
保
育
部
門
と
し
て
共
通
の
基
盤
づ

く
り
に
努
め
た
。

す
こ
や
か
園
（
分
園
を
含
む
）、
宇
奈
根

な
ご
や
か
園
、
す
こ
や
か
広
場
や
障
害
児

通
園
施
設
め
ば
え
学
園
は
、
交
流
を
図
る

場
を
つ
く
り
、
子
ど
も
達
が
様
々
な
経
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
家
族
へ
の
子
育

て
支
援
や
近
く
の
老
人
施
設
や
学
校
と
の

関
係
を
持
ち
世
代
間
交
流
を
図
っ
た
。

保
護
者
と
の
関
わ
り
に
関
し
て
は
、
保

護
者
に
園
と
家
庭
が
協
力
し
な
が
ら
「
と

も
に
子
育
て
を
し
て
い
く
」
と
い
う
園
の

基
本
的
な
姿
勢
へ
の
理
解
に
努
め
た
。

保
育
の
目
標
は
、
子
ど
も
が
自
発
的
・

意
欲
的
に
友
達
や
保
育
者
と
関
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
相
互
の
信
頼
関
係
を
結
び
、
そ

れ
を
土
台
と
し
て
、
様
々
な
体
験
を
通
し

て
受
容
的
交
流
理
論
の
基
本
的
な
考
え
に

基
づ
い
た
保
育
を
行
う
。『
主
体
的
に
行
動

す
る
子
ど
も
』『
逞
し
く
自
分
の
力
を
働
か

せ
る
子
ど
も
』『
人
を
思
い
や
る
豊
か
な
心

を
持
つ
子
ど
も
』
を
育
て
る
こ
と
を
目
標

と
し
た
。

（
3
）�「
セ
タ
ッ
ク
」
世
田
谷
区
発
達
障
害

相
談
・
療
育

世
田
谷
区
発
達
障
害
相
談
・
療
育
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
子
育
て
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
烏
山
・
桜
新
町
、
及
び
成
城
・
梅

丘
発
達
相
談
室
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

発
達
障
害
児
へ
の
相
談
・
療
育
・
地
域
支

援
を
推
進
し
、
年
々
利
用
者
が
拡
大
し
、

地
域
支
援
事
業
も
そ
の
種
類
や
量
が
増
大

し
て
き
て
い
る
。

引
き
続
き
学
校
教
育
と
の
連
携
に
力
を

入
れ
、
区
と
協
働
し
て
教
育
委
員
会
と
の

連
携
を
は
か
り
、
教
員
の
研
修
会
や
事
例

検
討
会
で
小
中
学
校
に
出
向
い
て
活
動
す

る
機
会
を
多
く
得
た
。

世
田
谷
区
と
の
関
係
は
、
平
成
29
年
度

の
指
定
委
託
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

概
要
が
提
示
さ
れ
、
平
成
28
年
度
に
5
月

に
公
募
、
8
月
に
指
定
事
業
者
決
定
さ
れ

る
見
通
し
と
な
っ
た
。
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療
育
部
門
（
烏
山
・
桜
新
町
発
達
相
談

室
含
む
）
と
、
相
談
・
地
域
支
援
部
門
（
梅

丘
・
成
城
発
達
相
談
室
含
む
）
に
分
け
て

別
の
事
業
者
に
委
託
予
定
と
の
こ
と
で
、

本
法
人
は
相
談
・
地
域
支
援
部
門
に
応
募

す
る
予
定
で
あ
る
。

（
4
）
嬉
泉
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
袖
ケ
浦

袖
ケ
浦
の
び
ろ
学
園
で
は
、
東
京
都
か

ら
の
入
所
利
用
が
減
少
し
て
き
て
お
り
、

千
葉
県
か
ら
の
利
用
者
が
過
半
数
を
占
め

る
な
ど
利
用
者
の
構
成
が
変
化
し
て
き
て

い
る
が
、
そ
の
療
育
支
援
機
能
の
専
門
性

を
活
か
し
て
、
強
度
行
動
障
害
へ
の
対
応

な
ど
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
応
え
た
。

袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
で
は
、
前
年
度

か
ら
近
隣
地
域
に
在
宅
の
利
用
者
の
日
中

活
動
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
「
き
ず
な
グ
ル
ー

プ
」
を
編
成
し
、
生
活
介
護
事
業
の
拡
充

に
努
め
た
。

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
た
の
し
み

は
、
10
月
か
ら
場
所
を
下
新
田
に
移
転
し
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
始
し
た
。

袖
ケ
浦
市
福
祉
作
業
所
う
ぐ
い
す
園

は
、
新
た
に
運
営
を
開
始
し
た
が
、
引
き

続
き
利
用
さ
れ
た
利
用
者
及
び
保
護
者
か

ら
は
概
ね
好
評
を
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ

な
滑
り
出
し
と
な
っ
た
。

（
5
）
板
橋
区
立
赤
塚
福
祉
園

デ
イ
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
（
生
活
介
護
事

業
）、
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
ば
た
き
（
就
労

継
続
支
援
B
型
事
業
）、
赤
塚
ホ
ー
ム
（
緊

急
保
護
事
業
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
独
自
事
業
と
し
て
、
延
長

サ
ー
ビ
ス
実
施
に
加
え
、
土
曜
日
開
園
を

3
回
実
施
し
た
。

生
活
介
護
事
業
に
お
い
て
は
、
医
療
的

ケ
ア
に
関
わ
る
事
故
が
発
生
し
た
が
、
こ

れ
を
契
機
に
運
営
体
制
の
改
善
を
図
っ
た
。

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
に
お
い
て

は
、
他
福
祉
園
と
の
共
同
受
注
に
加
え
、

ラ
ス
ク
作
業
や
受
注
作
業
等
で
の
法
人
内

事
業
所
と
の
連
携
が
定
着
し
た
。

緊
急
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
通
常
の

利
用
に
加
え
、
介
護
者
の
高
齢
化
に
伴
う

急
な
入
院
等
、
緊
急
を
要
す
る
要
請
に
応

じ
た
利
用
が
多
く
、
職
員
の
確
保
に
あ

た
っ
て
は
、
福
祉
園
全
体
の
協
力
体
制
に

よ
り
対
応
し
た
。

地
域
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
地
域
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
よ
り
密
接
な

交
流
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結

果
、
地
域
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
の
展

示
販
売
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

区
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

（
6
）�

清
瀬
市
子
ど
も
の
発
達
支
援
・
交
流

セ
ン
タ
ー

相
談
・
療
育
、
地
域
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。「
地
域
と
連
携
・
交
流
し
な
が
ら

地
域
に
く
ら
す
親
子
を
さ
さ
え
る
」
を
基

本
理
念
と
し
て
、
法
人
が
長
年
に
わ
た
り

培
っ
て
き
た
実
績
に
基
づ
く
理
念
「
受
容

的
交
流
理
論
」
や
、
現
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
体
制
の
下
に
心
身
の
発
達
に
遅
れ
や
偏

り
の
あ
る
子
ど
も
、
さ
ら
に
社
会
生
活
上

何
ら
か
の
問
題
を
持
つ
も
子
ど
も
の
相

談
・
訓
練
指
導
を
通
し
て
成
長
・
発
達
を

援
助
し
、
地
域
で
の
育
ち
を
支
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
運
営
を
行
っ
た
。

対
象
と
な
る
本
人
や
家
族
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
方
を
取
り
巻
く
関
係
者
へ
の
支

援
を
す
る
等
、
地
域
の
支
援
力
の
向
上
に

努
め
る
と
共
に
、
相
談
・
療
育
・
支
援
の

場
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
療
育
の

拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
を
し
な
が
ら
運
営
に

努
め
た
。

（
7
）�

大
田
区
立
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
わ

か
ば
の
家

心
身
の
発
達
に
遅
れ
や
偏
り
の
あ
る
就

学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
早

期
か
ら
の
支
援
を
行
う
機
関
で
あ
る
。
3

年
間
の
一
部
業
務
委
託
期
間
を
経
て
、
本

年
度
4
月
か
ら
全
面
業
務
委
託
と
な
っ
た
。

従
来
の
療
育
事
業
に
加
え
、
区
が
直
営

で
行
っ
て
い
た
「
相
談
支
援
事
業
」「
地
域

支
援
事
業
」（
幼
稚
園
・
保
育
園
へ
の
訪
問
・

相
談
支
援
、
こ
ど
も
発
達
支
援
講
演
会
の

開
催
等
）
を
行
っ
た
。
相
談
件
数
が
増
化

し
て
き
て
い
る
が
、
相
談
か
ら
療
育
の
流

れ
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
で
、
な
る
べ
く

必
要
に
応
じ
た
支
援
を
効
率
的
に
提
供
で

き
る
よ
う
柔
軟
な
運
営
に
努
め
た
。

併
せ
て
、
相
談
件
数
の
増
加
と
共
に
療

育
事
業
の
利
用
者
の
増
加
、
幼
稚
園
・
保

育
園
か
ら
の
援
助
要
請
の
増
加
等
、
ニ
ー

ズ
が
増
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
区
に
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

バザー開催のお知らせ
第52回　嬉泉バザー
　日時　平成28年10月30日（日）　午前10時〜午後2時
　場所　子どもの生活研究所
　住所　東京都世田谷区船橋1-30-9
　お問合せ　03-3426-2323（月〜金の9：00〜 18：00）
第39回　嬉泉祭りバザー
　日時　平成29年2月26日（日）午前10時〜午後3時
　場所　�嬉泉福祉交流センター袖ケ浦（袖ケ浦のびろ学園、袖ケ浦ひかりの学園、地域生活支

援センターたのしみ）
　住所　千葉県袖ケ浦市下新田1680
　お問い合わせ　嬉泉福祉交流センター袖ケ浦　0438-62-9121（月〜金の9：00〜 18：00）
〇バザー出品物の寄付を募集中〇
　寄付していただける方はご連絡下さい。なお古い物や壊れている物などは、引き取りできな
い場合があります。

物品販売コーナー、食べ物
コーナー、ゲームコーナー、
法人・学園の紹介、アトリ
エAUTOSの展示など、皆
様のお越しを心よりお待ち
しております。
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資金収支計算書 
社会福祉法人　嬉泉

（自）平成27年4月1日　（至）平成28年3月31日

勘定科目 予算 (A) 決算 (B) 差異 (A)-(B)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

児童福祉事業収入 48,391,000 48,013,052 377,948

保育事業収入 444,620,000 450,805,483 △ 6,185,483

就労支援事業収入 14,800,000 14,701,806 98,194

障害福祉サービス等事業収入 1,945,977,104 1,958,362,186 △ 12,385,082

相談事業収入 8,100,000 8,439,648 △ 339,648

利用料収入 4,010,000 4,300,690 △ 290,690

借入金利息補助金収入 779,000 774,480 4,520

経常経費寄附金収入 63,200,000 63,759,290 △ 559,290

受取利息配当金収入 377,700 198,416 179,284

その他の収入 47,295,000 50,774,642 △ 3,479,642

事業活動収入計　　(1) 2,577,549,804 2,600,129,693 △ 22,579,889

支
出

人件費支出 2,096,879,627 2,046,696,485 50,183,142

事業費支出 221,169,300 199,805,961 21,363,339

事務費支出 291,506,871 269,401,531 22,105,340

就労支援事業支出 14,800,000 14,701,799 98,201

支払利息支出 2,902,300 2,865,600 36,700

事業活動支出計　　(2) 2,627,258,098 2,533,471,376 93,786,722

事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) △ 49,708,294 66,658,317 △ 116,366,611

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 5,418,000 5,418,000 0

施設整備等寄附金収入 1,512,000 1,512,000 0

施設整備等収入計　(4) 6,930,000 6,930,000 0

支
出

設備資金借入金元金償還支出 15,365,000 15,265,000 100,000

固定資産取得支出 10,380,934 10,133,315 247,619

施設整備等支出計　(5) 25,745,934 25,398,315 347,619

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) △ 18,815,934 △ 18,468,315 △ 347,619

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

積立資産取崩収入 55,961,900 55,961,900 0

拠点区分間繰入金収入 18,524,930 0 18,524,930

サービス区分間繰入金収入 55,480,683 0 55,480,683

その他の活動による収入 2,000,000 0 2,000,000

その他の活動収入計 (7) 131,967,513 55,961,900 76,005,613

支
出

長期運営資金借入金元金償還支出 20,006,000 20,004,000 2,000

積立資産支出 17,783,230 17,783,230 0

拠点区分間繰入金支出 18,524,930 0 18,524,930

サービス区分間繰入金支出 56,430,683 0 56,430,683

その他の活動による支出 11,654,798 11,654,798 0

その他の活動支出計 (8) 124,399,641 49,442,028 74,957,613

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8) 7,567,872 6,519,872 1,048,000

予備費支出　　(10) 0 0 0

当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) △ 60,956,356 54,709,874 △ 115,666,230

前期末支払資金残高 (12) 391,806,170 391,806,170 0

当期末支払資金残高(11)+(12) 330,849,814 446,516,044 △ 115,666,230
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事業活動計算書
社会福祉法人　嬉泉

（自）平成27年4月1日　（至）平成28年3月31日

勘定科目 当年度決算 (A) 前年度決算 (B) 増減 (A)-(B)

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

児童福祉事業収益 48,013,052 0 48,013,052

保育事業収益 450,805,483 0 450,805,483

就労支援事業収益 14,701,806 0 14,701,806

障害福祉サービス等事業収益 1,958,362,186 0 1,958,362,186

相談事業収益 8,439,648 0 8,439,648

利用料収益 4,300,690 0 4,300,690

経常経費寄附金収益 63,759,290 0 63,759,290

その他の収益 48,792,132 0 48,792,132

サービス活動収益計　　(1) 2,597,174,287 0 2,597,174,287

費
用

人件費 2,048,017,815 0 2,048,017,815

事業費 199,805,961 0 199,805,961

事務費 269,401,531 0 269,401,531

就労支援事業費用 14,701,799 0 14,701,799

減価償却費 90,048,731 0 90,048,731

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 37,859,703 0 △ 37,859,703

サービス活動費用計　　(2) 2,584,116,134 0 2,584,116,134

サービス活動増減差額　(3)=(1)-(2) 13,058,153 0 13,058,153

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

借入金利息補助金収益 774,480 0 774,480

受取利息配当金収益 198,416 0 198,416

その他のサービス活動外収益 1,982,510 0 1,982,510

サービス活動外収益計　(4) 2,955,406 0 2,955,406

費
用

支払利息 2,865,600 0 2,865,600

サービス活動外費用計　(5) 2,865,600 0 2,865,600

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 89,806 0 89,806

経常増減差額　　　　　(7)=(3)+(6) 13,147,959 0 13,147,959

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 5,418,000 0 5,418,000

施設整備等寄附金収益 1,512,000 0 1,512,000

拠点区分間固定資産移管収益 68,291,213 0 68,291,213

特別収益計　　　　　　(8) 75,221,213 0 75,221,213

費
用

固定資産売却損・処分損 11,882 0 11,882

国庫補助金等特別積立金積立額 3,072,460 0 3,072,460

拠点区分間固定資産移管費用 68,291,213 0 68,291,213

その他の特別損失 11,654,798 0 11,654,798

特別費用計　　　　　　(9) 83,030,353 0 83,030,353

特別増減差額　　　　　(10)=(8)-(9) △ 7,809,140 0 △ 7,809,140

当期活動増減差額　　　(11)=(7)+(10) 5,338,819 0 5,338,819

繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額　(12) 489,605,653 0 489,605,653

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 494,944,472 0 494,944,472

基本金取崩額　　　　　(14) 0 0 0

その他の積立金取崩額　(15) 39,500,000 0 39,500,000

その他の積立金積立額　(16) 0 0 0

次期繰越活動増減差額　(17)=(13)+(14)+(15)-(16) 534,444,472 0 534,444,472

※会計基準移行初年度のため、前年度決算額の記載なし。
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貸借対照表
社会福祉法人　嬉泉

平成28年3月31日現在

資産の部 負債の部

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

流動資産 654,635,333 0 654,635,333 流動負債 208,119,289 0 208,119,289

　現金預金 357,665,406 0 357,665,406 　事業未払金 198,125,281 0 198,125,281

　事業未収金 294,480,196 0 294,480,196 　預り金 131,010 0 131,010

　前払金 1,831,111 0 1,831,111 　職員預り金 9,847,998 0 9,847,998

　事業区分間貸付金 0 0 　前受金 15,000 0 15,000

　その他の流動資産 658,620 0 658,620 　事業区分間借入金 0 0 0

固定資産 1,861,084,150 0 1,861,084,150 固定負債 152,442,591 0 152,442,591

基本財産 1,552,979,329 0 1,552,979,329 　設備資金借入金 80,877,500 0 80,877,500

　土地 599,214,036 0 599,214,036 　長期運営資金借入金 67,495,000 0 67,495,000

　建物 953,765,293 0 953,765,293 　退職給付引当金 4,070,091 0 4,070,091

その他の固定資産 308,104,821 0 308,104,821 負債の部合計 360,561,880 0 360,561,880

　土地 170,741,375 0 170,741,375 純資産の部

　建物 45,197,881 0 45,197,881 基本金 1,111,718,279 0 1,111,718,279

　構築物 420,831 0 420,831 国庫補助金等特別積立金 444,994,852 0 444,994,852

　機械及び装置 371,672 0 371,672 その他の積立金 64,000,000 0 64,000,000

　車輌運搬具 4,419,232 0 4,419,232 　人件費積立金 36,000,000 0 36,000,000

　器具及び備品 15,492,563 0 15,492,563 　備品等購入積立金 8,000,000 0 8,000,000

　権利 98,176 0 98,176 　保育所施設・設備整備積立金 20,000,000 0 20,000,000

　投資有価証券 3,293,000 0 3,293,000 次期繰越活動増減差額 534,444,472 0 534,444,472

　退職給付引当資産 4,070,091 0 4,070,091 （うち当期活動増減差額） 5,338,819 0 5,338,819

　その他の積立資産 64,000,000 0 64,000,000 純資産の部合計 2,155,157,603 0 2,155,157,603

資産の部合計 2,515,719,483 0 2,515,719,483 負債及び純資産の部合計 2,515,719,483 0 2,515,719,483

脚注　　1．減価償却費の累計額� 2,044,754,403�円� （うち当期減価償却額　90,048,731 円）
　　　　2．徴収不能引当金の額� 0�円
　　　　3．移行時特別積立預金の積立不足額� 0�円


